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報告の概要
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三重県と伊勢湾
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三重の海岸風景



三重県における海岸漂着物等の状況

鳥羽市 答志島（奈佐の浜）2012.11

三重県内河川（木曽三川）2010.1

鳥羽市 答志島（桃取港）2009.10
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2007年
平成19年

三重県における海岸漂着物対策

◆「漂流・漂着ゴミ国内削減方策モデル調査」
（環境省 2007～2009）
三重県鳥羽市地域をモデル地域に選定
漂流・漂着ごみの実態調査を実施

◆海ごみサミット鳥羽会議
（2008.10）

2008年
平成20年

2009年
平成21年

2010年
平成22年

2011年
平成23年

◆「美しく豊かな自然を保護するための海岸
における良好な景観及び環境の保全に係る海
岸漂着物等の処理等の推進に関する法律（海
岸漂着物処理推進法）（2009.7公布・施行）

◆地域グリーンニューディール基金
（環境省 2009～2011）
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2009年
平成21年

三重県における海岸漂着物対策

2010年
平成22年

2011年
平成23年

2012年
平成24年

2013年
平成25年

◆地域グリーンニューディール基金
（環境省 2009～2011）

◆海岸漂着物概況調査（県内93海岸）
海岸漂着物詳細調査（伊勢湾内14海岸）
河川ごみ実態調査（伊勢湾流域21河川）等

（2009～2010）

◆三重県海岸漂着物対策推進計画
（2012.3）

◆海岸漂着物対策検討会
（東海三県一市 2012.4）

◆海岸漂着物対策推進協議会（2010.10～）
地域ワークショップ （2010.9～
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2013年
平成25年

三重県における海岸漂着物対策
2014年
平成26年

2015年
平成27年

2016年
平成28年

◆海岸漂着物地域対策推
進事業（基金事業）
（環境省 2013～2014）

◆海岸漂着物等地域対策
推進事業（補助金事業）
（環境省 2015～）

◆海岸漂着物発生抑制対策
啓発DVD作成（2013）
モニタリング調査（2013）

◆海岸漂着物発生抑制対策
ラッピング電車･バス運行（2014）
シネアド上映（2014）
啓発キャンペーン（2014）
啓発展示物作成（2014）
モニタリング調査（2014）

◆海岸漂着物発生抑制対策
シネアド上映（2015）
啓発TV番組放送（2015）
啓発ラジオ番組放送（2015）
モニタリング調査（2015）

◆海ごみサミット2016三重会議
（2016.10）

2017年
平成29年
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三重県（答志島）における海岸漂着物の現状

鳥羽市答志島では、豪雨などの災害時だけでなく、日常的に多量のごみが漂着しており、地
域の生活に影響を及ぼしている。

①多量のごみが漂着する奈佐の浜(2009) ②豪雨後の桃取
漁港(2007)

③台風12号の後の和具浦
(2011)

答
志
島

①② ③

（参考）答志島等における清掃事業でのごみ回
収量(単位 kg) （2012環境省）

④

⑤

⑤ ④ 9



地区別ごみ容量
の平均値（㍑/10m）
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鈴鹿市 ④鈴鹿海岸（南若
松地区）2010.7.26

志摩市 ②大王海岸（名田
地区）2010.7.30

鳥羽市 ⑤相差漁港海岸
2010.7.30

熊野市 ①熊野海岸（須野
地区）2010.7.26

志摩市 ④志摩海岸（片田地
区） 2010.7.26

海岸漂着物の概況調査（2010）
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海岸漂着物詳細調査（2009～2010）
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ごみの
集積

三重県内の６つの河
川の河口部から漂
流（発信機付き）ボト
ルを放流し、漂流の
道筋や海岸に流れ
着く割合を調べるた
めの調査が実施さ
れました。

漂流ボトル調査（2008）
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本県の美しい海岸を守っていくため、さまざまな主体の協創による相互協力と役割
分担のもと、森・川・海のつながりを大切に海岸漂着物対策に取り組んでいくことをめ
ざして策定

■本計画策定の目的

●海岸漂着物の量・質（１）（海岸クリーンアップ調査結果（伊勢湾内14海岸詳細調査）)
量：答志島(196㎏／100㎡) ≫ 鳥羽白浜(19㎏／100㎡) > 伊勢湾沿岸(7㎏／100㎡)
質：流木・灌木等の自然系が最も多く(8割以上)、人工物では漁業系や生活系のものが多い

●海岸漂着物の量（２）（海岸概況調査結果（県内93海岸））
答志島(640㍑／10m) ≫ 鳥羽市・志摩市周辺(100㍑／10m)＞伊勢湾沿岸(35㍑／10m) 
＞熊野灘沿岸（7㍑／10m）

●漂流ごみの発生源（ライター調査結果）
伊勢湾流域圏から河川を通じて伊勢湾に流入していると推測

●鳥羽市・志摩市周辺に集中（GPS漂流ボトル調査結果）
伊勢湾に漂流するごみは、潮流や季節風の影響により、その多くが答志島に漂着と推定

■海岸漂着物の特徴

「三重県海岸漂着物対策推進計画」の概要
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「三重県海岸漂着物対策推進計画」の概要

■海岸漂着物対策を重点的に推進する区域の指定

重点区域等の範囲

【回収・処理に係る】
◯重点区域
→木曽岬町～志摩市

◯最重点区域
→鳥羽市～志摩市大王崎

◯重点区域に準ずる区域
→南伊勢町～紀宝町

【発生抑制に係る】
◯重点区域
→県内全域

重点区域の選定にあたっては、海岸
漂着物等の量のほか、景観（観光）、
動植物等の自然環境や海岸利用へ
の影響、清掃活動の困難性等の社
会環境に係る影響を総合的に勘案し、
右図のとおりとしました。
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「三重県海岸漂着物対策推進計画」の概要

◎重点区域における回収・処理
○海岸漂着物の回収・処理は、海岸管理者、県、市町が民間団体等と連携し、その
活動目的や自主性を尊重しながら、清掃活動を拡大・活性化します。

■海岸漂着物対策を重点的に推進する区域での対策

●各主体の主な役割

○海岸管理者の役割
・海岸漂着物等の計画的な回収・処理の実施
・民間団体等が行う回収等の支援

○市町の役割
・市町の処理施設における受入・処理に係る協
力等
・回収、分別、運搬、処分等処理に係る支援、
協力等

○県の役割
・海岸管理者、民間団体等への情報提供、連絡調整
・伊勢湾流域圏の関係機関との連携・協議及び国へ
の調整等の要請
・他県に対する処理、発生抑制等への協力要請

○県民、民間団体等の役割
・自主的な海岸清掃活動等の実施、活動への参加

◎最重点区域における回収・処理
○国の財政措置に応じて、優先的に回収・処理を実施します。
○答志島を伊勢湾の漂着ごみの影響を象徴する場として、環境学習や清掃活動の拠点と位置付け、ボラン
ティアによる清掃活動の継続、拡大に取り組みます。
○この区域の現状が認識され、多くの方々の発生抑制の行動につながるよう、ライブカメラ等による情報提供
を行います。
○この区域での回収・処理の活動に伊勢湾流域圏から広く参加いただけるよう、船での遊覧や島内観光、海
洋環境の体験学習などを組み合わせたエコツアーを地元と協力して開催します。
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「三重県海岸漂着物対策推進計画」の概要

■発生抑制に係る重点区域での海岸漂着物対策

海岸での清掃活動等、海岸漂着物や発生抑制対策の一連の取組みに、県民が参加する体験を通じて環境
学習の効果を高める。

海岸ごみの多くは、私たちの日常生活を起点として森、川、海を通じて伊勢湾に流出したものが風や潮の流
れにより海岸に漂着しており、さまざまな支障を生じています。海岸漂着物の発生抑制には、こうした現状を伊
勢湾流域圏の県民・市民が正しく認識し、私たち一人ひとりが当事者であると問題意識を持ち行動することが
重要です。
そのためには、三重県内だけでなく、愛知県、岐阜県、名古屋市とも連携して発生抑制に取り組む必要があ
ります。
○三県一市で伊勢湾沿岸の漂着物による被害の現状を情報共有し、連携のうえ伊勢湾流域圏のみなさんに
正しく周知します。
○三県一市が連携し、漂着ごみの回収だけでなく発生抑制にも貢献する「伊勢湾 森・川・海のクリーンアップ
大作戦」の拡大、活性化に取り組みます。
○これらとあわせて、さまざまな主体の協創による、不法投棄防止看板の設置、パトロールの実施、体験型環
境学習の実施等にも取り組みます。

■海岸漂着物対策に係る環境学習

○三県一市が協力してのモンタリングの実施
○計画の推進と見直し
◯流木の発生抑制

■配慮すべき事項
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三重県における海岸漂着物発生抑制の取組

○三重県内（愛知県内、岐阜県内の一部）の映画館において海岸漂着物問題を啓発
するCM（シネアド）を上映。

■啓発シネアドの上映（2014～2016）

○三重県内から愛知県の一部にかけて運航する私鉄および津市内、伊勢市内を運
航する路線バスに海岸漂着物問題を啓発するラッピングを実施。

■ラッピング電車･バスの運行（2014）
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■映画館アンケートの結果（一部）

三重県内の映画館３館で実施 サンプル数３００ ２０１５年８月実施

三重県における海岸漂着物発生抑制の取組
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三重県における海岸漂着物発生抑制の取組

■三重県環境学習情報センターにおける啓発展示物の設置（2014）

○愛知県、岐阜県、三重県のFMラジオでオリジナル番組を放送。三県から参加者を
募り、三重県内で海岸清掃イベントを実施。名古屋市内でキャンペーンを締めくくるイ
ベントを実施。

■啓発キャンペーンの実施（2014）

○三重県環境学習情報
センター（四日市市）に海
岸漂着物問題を啓発する
常設展示物を設置。
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三重県における海岸漂着物発生抑制の取組

■啓発DVD（こども向け）の制作（2013）

■啓発テレビ番組の放送（2015）

○子供向けに海岸漂
着物問題を啓発する
DVDを制作し、県内の
小学校に学習教材とし
て配布。

○海岸漂着物問題
を啓発するオリジナ
ル番組を放送。
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■啓発ラジオ番組の放送等（2015）

○一般社団法人ＪＥＡＮとの共催により開催。日本を含む７カ国から、３日間のプログ
ラムに延べ約 ６００人が参加。報告や討論を実施。
「鳥羽アピール」を採択。

■海ごみサミット2016三重会議の開催（2016）

三重県における海岸漂着物発生抑制の取組

○三重県、岐阜県のFMラジオでオリジナル番組を放送。東海三県の環境活動団
体の皆さんからの活動紹介や、
パーソナリティの足立梨花さんによる
伊勢湾の現状紹介のコーナーなど。
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三重県における海岸漂着物発生抑制の取組

■「伊勢湾 森･川･海のクリーンアップ大作戦」の取組

○伊勢湾の再生に向けた取組として、各地で実施
される清掃活動について、実施主体、実施内容、
日時、場所等の情報を取りまとめ、広く周知を図り、
多くの方に参加を呼びかけています。
2008年度（平成20年度）から取組を実施

三重県 愛知県 岐阜県 計

団体数 参加人数 団体数 参加人数 団体数 参加人数 団体数 参加人数

2008年度 19 9,310 3 82 1 700 23 10,092

2009年度 25 17,522 12 752,373 8 66,823 45 836,718
2010年度 26 18,776 8 704,964 44 75,716 78 799,456
2011年度 26 16,475 9 3,771 18 66,377 53 86,623

2012年度 33 23,834 8 2,581 17 125,834 58 152,249

2013年度 36 21,725 8 24,424 16 87,114 60 133,263

2014年度 35 25,984 9 24,763 16 112,104 60 162,851

2015年度 40 26,629 10 30,867 14 48,669 64 106,165



自治体連携の取組
（東海三県一市：三重県、岐阜県、愛知県、名古屋市）

■「東海三県一市知事市長会議」（2012.1.16）

■海岸漂着物対策検討会（東海三県一市）の設置（2012.4.24 第1回開催）

○三県一市の知事・市長会において、伊勢
湾沿岸の漂着ごみ問題の解決に向け、流
域圏で連携して取り組むことを三重県知事
から提案。
三県一市が連携して取り組むことを合意。

「伊勢湾総合対策協議会」（昭和45年発足）の部
会として、「海岸漂着物対策検討会」を設置
◯検討会の構成
三県一市の関係課（各県市の環境、企画、土木、
農水部局担当課） オブザーバー：環境省中部
地方環境事務所廃棄物・リサイクル対策課長
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■海岸漂着物対策検討会（東海三県一市）設置のねらい

◯三県一市の情報共有により、海岸漂着ごみによる被害の現状をできるだけ多くの県民・
市民に知ってもらい、その主な原因が、私たちの日常生活に伴って排出される生活系ごみ
や、事業活動に伴うごみによるものであるということを認識してもらう。

◯各地域で自治会やＮＰＯなどの民間団体、企業による清掃活動が行われているが、この
ような活動は、海岸漂着物対策の推進を図るうえでとても重要であることから、私たち一人
ひとりが当事者であることを意識して、このような活動が広がるよう、支援する。
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■海岸漂着物対策検討会（東海三県一市）運営要領のポイント

◯目的
検討会は、岐阜県、愛知県、三重県及び名古屋市（以下「三県一市」という。）が伊勢湾
及びその流域圏における総合的な海岸漂着物に関する課題について連携して取り組む
ことにより、伊勢湾沿岸の景観や環境の保全を図り、美しく健全で活力ある伊勢湾の再
生に資することを目的とする。
◯事業
（１）普及啓発 （２）調査研究 （３）その他、必要な事項

海岸漂着物対策検討会（東海三県一市）における取組



海岸漂着物対策検討会（東海三県一市）における取組

■構成県市の担当者による研修（2012～）

○三県一市の担当者が参加
する研修会を実施（２２世紀
奈佐の浜プロジェクトが実施
する海岸清掃、エクスカー
ションに参加）
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■ＮＰＯ等との意見交換（2012～）

◯三県一市で海岸清掃等のボラ
ンティア活動等に取り組んでいる
ＮＰＯ等と、海岸漂着物検討会の
構成員との意見交換会を実施



海岸漂着物対策検討会（東海三県一市）における取組

■共同で普及啓発資材を作成（2012～）

◯三県一市で共通の普及啓発資
材を作成し、各県市のイベント等
で活用

27

ポスター（2013） パネル4枚組（2013）

クリアファイル（2015）

環境デーなごや



■国への提案･提言（2012～）

○三県一市で連携して国への
提言･提案活動を実施

海岸漂着物対策検討会（東海三県一市）における取組
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三県一市知事・市長からのメッセージ

岐阜県では、森川海を一体とした自
然環境保全に取り組む「清流の国ぎふ
づくり」を推進しています。その中で、
上下流域の皆さんによる間伐や海岸清
掃活動等を通じ、海の環境は森や川を
守ることから始まることを御理解いた
だいています。本年９月に開催される
「ぎふ清流国体・清流大会」でも、皆
さんと共に伊勢湾再生に向けた「清流
の国ぎふづくり」をアピールしていき
ます。

愛知県では、昨年８月に、海岸漂
着物対策推進地域計画を策定し、海
岸管理者等、市町村、民間団体等が
連携・協力して、海岸漂着物対策を
行っています。海岸漂着物の多くは、
河川等から流入し、県域を越えて移
動するため、三県一市による連携を
強化し、広域的な発生抑制対策に取
り組んでいきたいと考えています。

岐阜県

知事

古田 肇

愛知県

知事

大村 秀章

《参考資料》 H24年3月11日開催のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ資料
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私たちの生活の場である都市は、
水によって森、川、海とつながって
います。海岸漂着物について考える
ことを通じて、伊勢湾流域圏のたく
さんの人が連携・協力していくこと
は、健全な水循環や生物多様性保全
の観点からも重要なことです。豊か
な伊勢湾を未来へ引き継いでいくた
めに、三県一市で共に考え、取り組
んでいきましょう。

三重県の答志島をはじめとして、
海岸漂着物の対策に多くの方が苦労
されています。今、こうした地域の
現状を伊勢湾流域圏全体で共有し、
海岸漂着物を私たち一人ひとりの問
題と捉えて、その思いを行動に移す
ことが求められています。皆さん、
ぜひご一緒に、伊勢湾流域での活動
を盛り上げていきましょう。

名古屋市

市長

河村 たかし

三重県

知事

鈴木 英敬

三県一市知事・市長からのメッセージ

《参考資料》 H24年3月11日開催のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ資料



伊勢志摩サミットが開催された三重の美し
い自然を守るため、引き続き海洋ごみ対策
を推進してまいります。
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出典：G7伊勢志摩サミット公式ホームページ


